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「マテリアルキュレーションⓇ」とは、科学原

理も含めた材料情報を分野横断的に活用して材

料探索を行う，著者が提唱している手法である

（図１参照。特徴は知識データベースを利用する

点[1]）。今まで，応用物理学会の講演会において

もその概念や具体例をいくつか発表してきた。ま

た，その探索のツールとなる物性間関係図探索シ

ステムのプロトタイプ開発も行ってきた[2]。物性

間関係図とは，さまざまな材料の性質がその性質

の発現原理に基づく関係性を有し，それをネット

ワーク構造に表現したものである。 

今までは、発表者が場合に応じて文献調査を行

い、物性間の関係性を手動で見つけてきた。しか

し、システムとして広く利用できるようにするに

は、物性間の関係性データベースが必要で、その

作成ための何らかのコンピュータ支援技術が必

要である。そこで、まず、既に関

係性が有るとわかっている性質を

表現する術語同士の間に、自然言

語処理的に関係性を見つけること

が出来るかどうかを調査したので

報告する。 
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0)・自分のいる（供給側の）視点から離れる
・現状から少し組成や成分を変えるというよ
うな、改良改善の発想から離れる
・自分の専門を離れる

I)ユーザーは、最終的に何を望んでいるのか？

II)その最終目的を達するために
必要な要件を、科学的原理の
観点から記述

II)記述した観点を満たす方法として、原理的に
考えられるものを列挙
（役立つブレインストーミング法：現状で使用さ
れている方法が使われている科学的理由を考
え、別の方法でその科学的理由を満たす方法
が無いかを考える）

III)列挙した方法を、一つずつ検証

IV)最終目的を達する新しい解

俯瞰的材料探索

広範な分野に
わたる物理法
則などの知識
データベース

数値などの
データベース、
インフォマティ
クス

図１ マテリアルキュレーションⓇ過程の

模式図 

図２ 物性間関係図探索システムの概念図 
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